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研究成果の概要（和文）：本研究では、シカゴにあるMather’s More Than a Cafe、釧路の地域食堂、サンパウロ日伯
援護協会のデイサービス、台南市にある長榮社區と台南市YMCAに代表される計5カ国10カ所以上の縁側サービスを対象
とした。これらの場所では、食事等に加え、様々な文化教室やイベントが行われている。
本研究では、200名を超える参加高齢者や運営者・スタッフなどに対して、彼らのQOLや活動内容などについてインタビ
ューした。調査の一部には、PGCモラール尺度を用いた。
調査を通じて、参加高齢者の参加前後の心境や行動の変化などを確認し、これらの取り組みの効果や問題点を浮き彫り
にした。

研究成果の概要（英文）：This research investigated over ten sites in five countries, e.g., “Mather’s 
More Than a Cafe” in Chicago, USA, “Chiiki-shokudo” operated in Kushiro, Japan, “Day Service” 
operated by Enkyo in Sao Paulo, Brazil, and “Activity Center” in Chang Rong Community and Tainan-YMCA 
in Taiwan. All sites provide meal and/or cafe services and many programs such as computer classes, 
singing club, fitness, care prevention classes, holding events and so on.
We interviewed over 200 people, including elderly customers and organizers about their Quality Of Life, 
activities in their communities including their visits to the places. We used questionnaires such as PGC 
Morale Scale as a part of the interview. Through the interviews, we found their emotional and behavioral 
changes, i.e., participants are motivated to be more active, before and after participation of the sites.
As a result, these places could be the platform for the elderly to find a sense of belonging and reason 
for living.

研究分野：環境行動学
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初、地域ケアや地域密着型サー
ビスが導入された後も、次のような問題を感
じていた。介護が必要な高齢者やその家族の
多くは、在宅介護が困難になってはじめて高
齢者福祉施設をケアマネージャーから紹介
され、不安を抱えながら新しい環境に身を寄
せているという現実である。これは、高度経
済成長期以降の地域コミュニティが崩壊し
た日本において、地域内で元気な高齢者と福
祉サービスが繋がる方策がとられてこなか
ったことに起因する。しかし、釧路市でグル
ープホームを経営する NPO 法人のように、
コミュニティ・レストランを活用して、高齢
者自身が調理や接客をし、子育て中の母親の
相談相手や子供の話し相手となるなど、地域
と「なじみ」の関係が醸成されている例もあ
った。これ以外の取り組み例としては、ミニ
コンサート・お祭り・地域交流会・家族介護
教室等のイベント開催、介護用品・会議室・
テント・ガーデニング用品等の貸し出し業務、
託児所運営等が見られた文 1,2）。 
 本研究では、以上のような、あたかも民家
の縁側に立ち寄ってお茶を飲みながら会話
を交わす、物を借りるといったような機能を
「縁側サービス」と称し、高齢者が地域や福
祉施設との「なじみ」を生み出す取り組みを
研究対象とした。 
 元気な高齢者が地域コミュニティと関係
を持ちながら、福祉サービスとも繋がる事例
や繋げようとするサービス展開を狙う事例
が海外にも存在している。例えば、アメリカ
のシカゴを拠点とする NPO の Mather は、
Mather’s More than a Café(以下、Mather’s 
Café)を「縁側サービス」拠点として展開して
いる。ブラジルのサンパウロでは、日系人社
会が既に日本では見られなくなった濃密な
コミュニティを一部で維持しており、県人会
や老人クラブ、援協、文協といった組織が「縁
側サービス」を既に展開していたり、展開し
ようとしている。また、中国・瀋陽では、団
地内でマージャンや将棋といった趣味の集
まりが日常的に見られ、いまだ濃密なコミュ
ニティを維持している。そのなかで、民間福
祉施設の松蒲博愛が研究代表者の考え方に
同調し、コミュニティ・レストランと配食サ
ービス機能を持つ新たな福祉施設（地域密着
型小規模特養のような施設）を展開する準備
を進めていた。一方、台湾・台南にある大規
模な高層集合住宅地の長榮社區は主に退役
軍人とその家族のために建設された集合住
宅であり、住民の 30％以上が 65 歳以上の高
齢者である。ここでは公共施設としてコミュ
ニティ活動センターがあり、節句を地域住民
と祝ったり、配食や訪問介護などのサービス
を提供したりしている。また、コミュニティ
内の中庭や公園では、住人のみならず近隣住
民が健康を維持するため、毎朝太極拳を行う
様子が窺え、「縁側」的な交流場所として利
用されてきた。 

 上記事例のある 4カ国は、日本のような公
的介護保険制度がない。米国では、良好な福
祉サービスは一般に高額で、低額なものの多
くはキリスト教などの宗教を背景とするボ
ランティア的な組織が運営していることが
多い。また、中国では、公務員や国営企業出
身者向けの福祉サービスは比較的良好なも
のも出てきているが、一般庶民向けのサービ
スは公的な支援がないままに民間福祉施設
が担っており、施設サービスは日本と比較し
て厳しい状況にある。ブラジルでも、良好な
福祉サービスを維持する公的支援がなく、寄
付を中心とした厳しい財政でボランティア
的な側面が大きい。急速に高齢化が進んでい
る台湾においては、高齢者の介護は家族が行
うという考えが根強く、公的支援はほとんど
ないと言っても過言ではない。このような現
状から、地域コミュニティの活力に頼る「縁
側サービス」の展開が一つの打開策として模
索されていると考える。したがって本研究で
は、こうした「縁側サービス」が見られる事
例を国際比較することを考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、高齢者と地域との間に「なじ
み」の関係を醸成させる取り組みとして、こ
れらの事例を国際比較し、それぞれのサービ
スの背景にある地域コミュニティの現状を
把握する。福祉施設や地域交流施設などを拠
点として高齢者が主体的に関わる「福祉コミ
ュニティ」像について考察し、将来的に望ま
しい福祉コミュニティ像を明示することを
目的としている。 
 特定地域において、要介護者とその家族が
居宅で通常の生活を続けるためのサービス
を受けることに着目した「福祉コミュニテ
ィ」文 3）ではなく、要介護者を含む高齢者自
身がサービス提供者であったり、自ら施設や
地域と「なじみ」になったりとするような主
体的な存在としては扱われる「福祉コミュニ
ティ」を考える。 
 

図：縁側サービス概念図 



 本研究では、上図に示す概念を仮定した上
で「福祉コミュニティ」の可能性を考察した。
「縁側サービス」的なサービスは、高齢者を
主体的に地域や福祉施設と関わらせ、その活
動自体が高齢者の介護予防となったり、さま
ざまな地域住民との交流や支援のネットワ
ークを広げることで地域力を育んだりする
ことが期待される。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究代表者および分担者の計 3 
名が、本研究に協力する中国人大学院生や現
地の研究協力者との密な連携の下で進めら
れた。当初の調査対象はシカゴ（米国）にあ
るMather’s Café、ミルウォーキー（同）に
ある St. Ann Center for Intergenerational 
Care(以下、St. Ann)、サンパウロ（ブラジ
ル）の日系福祉団体日伯援護協会（以下、援
協）や憩いの園・日系人県人会等のコミュニ
ティ・サービス、台南北區長榮社區（台湾）
のコミュニティ・サービス、瀋陽（中国）に
ある松蒲博愛が進める地域食堂を持つユニ
ット型老人ホームであった。しかし、瀋陽の
事例は、平成 23 年度の段階で中国政府の福
祉政策の方針転換などの影響を受け、コミュ
ニティサービスの質が低下し、途中で対象外
とせざるを得なくなった。かわりに、台湾の
現地研究協力者との研究討論の結果、台南市
YMCA が新たな縁側サービスを展開するこ
ととなり、調査対象に加えることとなった。
また、デンマークでは約 20 年前の施設解体
時から本研究テーマと似たようなコンセプ
トで居場所整備が行われたという報告文 4）は
あるが、その詳細を読み取ることはできなか
った。そこで、コペンハーゲン郊外の 4施設
も対象とした。 
 これらを現地調査し、既に調査を開始して
いる釧路の地域食堂や芦別の特養内にある
地域喫茶などの調査結果と比較し、今後の福
祉施設における「縁側サービス」のあり方を
検討した。 
 本研究では、以下に示す各地で調査を進め
た。 
 
(1)シカゴ（米国）Mather’s Café：現地カフ
ェの責任者とボランティアスタッフ、利用者
に対するインタビュー調査とプログラムの
視察を基にMather’s Caféの「縁側サービス」
の現状とその背景を明らかにした。 
 
(2)サンパウロ（ブラジル）日系福祉施設や
日系文化協会等のコミュニティ・サービス：
援協や憩いの園、サンパウロ市が設置してい
る検診施設と高齢者向け自立支援型文化教
室の複合施設 CRI-NORTE でのスタッフと
利用者へのインタビュー調査などを実施し
た。ただし、2 回目の調査は、CRI-NORTE
から直前にキャンセルされたため、援協と憩
いの園、サウジ地区文化協会での調査のみ行
った。 

 
(3)台南北區（台湾）長榮社區：本地区のコ
ミュニティ・サービスの現状と住民意識につ
いて、スタッフとボランティア、利用者にイ
ンタビュー調査などを行った。 
 
(4) 台南西中區（台湾）台南市 YMCA：楽齢
学習センターを中心としたコミュニティサ
ービスについて、スタッフとボランティア、
利用者にインタビュー調査などを行った。 
 
(5)コペンハーゲン郊外ホースホルム地区お
よびドラウア地区（デンマーク）のアクティ
ビティ・センターおよび高齢者複合施設：ホ
ースホルム地区の地区役場、アクティビテ
ィ・センター「ソフィルン」および「セルメ
ルスボ」、高齢者複合施設「ルイスルンド」、
ドラウア地区のアクティビティ・センター
「ヴィダゴー」における、施設長、ボランテ
ィアスタッフ、利用者などへのインタビュー
調査などを行った。 
 
(6)日本側の比較対象事例として、平成 23 年
度から新たに京都の高齢者総合福祉施設「も
もやま」を追加し、施設長、縁側サービスの
担当者、地域ボランティアスタッフ、利用者
へのインタビュー調査などを行った。 
 
(7) 日本側の比較対象事例として、平成 24
年度から武蔵野市のテンミリオンハウス事
業を追加し、市担当者、運営者側、利用者へ
のインタビュー調査などを行った。また、併
せて、東京における類似と思われる取り組み
の視察を複数行った。 
 
 役所の担当者および施設長やスタッフへ
は、高齢者との関わりの工夫や運営方法など
の仕組みや活動実態について確認した。ボラ
ンティアスタッフや利用者には、幸福感指標
を用いた質問と縁側サービスの利用動機や
関わり方とその変化、精神的な影響などにつ
いて、半構造化インタビュー形式で聞き取り
を行った。また、特徴的な場面に関しては、
行動観察調査も行った。 
 
４．研究成果 
 幸福感指標については、日本人の場合、西
欧諸国の国民に比べ値が低めに出るという
意見もみられる。日本側の比較対象事例は、
健常高齢者のデータとしては高い値を示し
ていたものの、本研究の結果からも、同様の
傾向が見られることが分かった。ブラジルの
日系人は、日本在住の日本人に比べ、楽観的
な傾向が見られた。このような被験者の人生
観については、各国の文化などの影響が色濃
く見られることもあり、文化的・社会的背景
なども考慮しながら分析を行った。 
 一方で、高齢社会のコミュニティに関する
基本的な考え方の多くは、文化や社会の現状
を問わず、全体的な共通認識が見られること



が分かった。 
 釧路のわたぼうしの家、芦別慈恵園、京都
のももやまは、地域とのつながりを考える上
で、高齢者を縁側サービスの人的リソースと
して活用する点などが特徴的である。海外比
較対象事例であるMather’s Caféや St.Ann、
長榮社區は、高齢者やその家族をコミュニテ
ィと繋げ支えるという考え方が、上述した日
本の縁側サービスの先進事例と近いもので、
プログラムの頻度や種類といった充実度で
は日本の事例を上回るものであった。 
 特に、Mather’s Caféと長榮社區の取り組
みは、高齢者を利用者という位置付けだけで
なく、サービス提供者として主体的に関わる
仕組みを積極的に取り入れている点が、極め
て類似している。これは、日米台で、ほぼ同
時期に本研究テーマに関わる問題が顕在化
し、その対応策として極めて似通った手法を
とったことを表している。ブラジルの援協や
台湾の台南市 YMCA では、我々の提唱する
縁側サービスの考え方を知った担当者達が
積極的に事業に取り入れ始め、その内容を拡
充させている。 
 この十数年間に試みられてきた上記のよ
うな高齢者と地域を結びつける先駆的な試
みに近いものが、高齢者福祉が先行したデン
マークでは今から 20 年以上前から実践され
ている文 4）。デンマーク政府の福祉に関する政
策転換が発端である。そこで、1988 年の政策
転換直後の高齢者住宅のモデルケースとし
て建設されたデンマークの先進事例ヴィダ
ゴーを、新たに建設された施設を含む 3施設
と併せて調査した。ヴィダゴーでは、健康な
高齢者の主体的な活動に関して、20 年以上の
積み上げの成果もあり、高齢者自身が企画書
を書いて設備の資金調達を行うなど、極めて
先進的なものであることが確認できた。一方
で、ADLの変化に伴う生活の質の変化を最小
限にとどめるために地域と繋がり続けられ
る仕組みはハード面でしか形成されておら
ず、我々のコンセプトを体現したものではな
かった。計画時には考えられていたはずの理
念が、健康な高齢者の自発的・主体的行動に
完全にゆだねられたプログラムによって、偏
った視点からの運営になってしまっていた。
ADLなどの低下した要介護高齢者には、心理
的な負い目などもあり、健常高齢者と一緒に
主体的な活動を起こすことが難しい面があ
る。デンマークの事例とその他の縁側サービ
スの事例を比較すると、日米台伯の事例では、
福祉の視点を持ったコーディネータが存在
することが大きい。このことから、縁側サー
ビスをスムーズに進めるためには、高齢者の
主体性を引き出すことができ、福祉とまちづ
くりの双方の視点を兼ね備えたコーディネ
ータが重要な鍵を握ることが伺える。 
 サービスのコンセプトは似通っているも
のの、日本の縁側サービスの先進事例の多く
は、母体施設が居住系の高齢者福祉施設であ
る点と徒歩圏にサービス拠点がある点が、そ

の他の事例と異なる。Mather’sや長榮社區な
どの海外比較事例はどれも、身近に居住系の
福祉施設を持たない。そのため、ADLの変化
などによる環境移行に関して問題を抱えて
おり、利用者へのインタビューでもその不安
などが垣間みられた。 
 これらの結果から、本研究の基本コンセプ
トである福祉と一体化した縁側サービスに
おいて、特別養護老人ホームや在宅介護サー
ビスを受けられる環境を中心に据えること
の重要性を確認した。 
 前述したように、ブラジルの援協や台湾の
台南市 YMCA が縁側サービスのコンセプト
を実行するにあたって、本研究チームが積極
的に関与し、プログラム形成に寄与した。本
研究の日本側事例の一つである芦別慈恵園
についても、同様のプロセスを経ている。こ
のように、本研究のコンセプトが福祉の現場
で取り入れられている点からも、本研究のイ
ンパクトが伺える。 
 様々な事例の調査と実践に関わりながら、
少子高齢社会の福祉コミュニティのあり方
の一つとして、「縁側サービス」を中心に据
えたコミュニティの有効性とその成功のコ
ツを明らかにしてきた。 
 この 5年間で、日本国内では，介護保険制
度の変更などの高齢者福祉を取り巻く環境
の変化も見られ，さらには、震災復興や高齢
化による空き家対策など少子高齢社会とな
った日本の諸問題に対する様々な取り組み
が見られるようになっている。それらの中に
は，高齢者の居場所として、図らずも本研究
の中心に据えた「縁側サービス」に類似した
サービスも生まれてきている。枠組みが微妙
に異なるものや、似通ったサービスでありな
がらその出自の異なるもの、着眼点の異なる
ものなどが混在している。そこで、これまで
の研究成果を整理しつつも、本研究を取り巻
く周辺の状況も合わせて整理し、「縁側サー
ビス」の位置付けの明確化、他のサービスや
取り組みの分類と比較なども合わせて検討
する必要があると考える。 
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